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哲
　
學
　
欝
　
究
　
　
第
三
號

で
あ
る
。
縄
髄
嚢
は
憩
酌
本
原
の
内
容
た
る
魏
念
的
一
切
で
あ
る
。
絡
繰
鞍

は
切
肥
…
封
愛
で
あ
り
、
瓢
脚
で
あ
る
（
九
八
i
九
九
頁
）
と
。
　
著
々
紋
こ
の
魏
一
難
が

ど
こ
ま
で
原
著
の
買
控
と
風
申
と
を
傅
へ
た
る
も
の
か
は
噺
饗
す
る
こ
と
が

で
き
ぬ
。
　
た
穿
山
木
知
の
偉
大
な
る
思
印
環
の
紹
介
岩
と
し
て
謬
者
の
購
〃
を
謂

ふ
の
み
で
あ
る
。

　
閃
　
み
に
ル
蓄
リ
エ
の
本
か
ら
ソ
ロ
ウ
イ
ヨ
フ
の
主
な
る
離
佃
書
の
名
だ
け
を

藷
介
し
て
澄
か
う
。

西
殴
哲
學
の
、
危
機
、
、
誼
口
の
麟
明
、
野
面
の
過
ま
及
將
來
、

鋼
、
正
嚢
と
滋
穗
、
生
命
の
精
紳
的
靴
姫
欝
W
、
三
の
設
話
。

獲
行
。
藩
臣
門
止
捨
銭
。
（
巾
川
重
立
）

減
び
曹
く
日
日
農
が
人
類

抽
象
原
理
の
蹴

東
京
、
澄
腸
堂

号
　
玉
　
昌
著

『
天
の
星
、
地
の
勧
く
も
の
」
閥
、
　
菖
象
の
後
に
、
宇
宙
の
罠
的
人
生
の
堂

宇
な
る
も
の
を
求
め
て
止
ま
な
い
』
　
幣
省
者
は
、
　
紹
山
甲
羅
閃
門
四
悶
［
頁
、
　
麗
々
に

禰
赫
幽
竜
入
れ
た
此
蹴
膏
の
夢
占
に
、
字
宙
の
寸
話
把
と
其
貼
滑
凍
を
一
調
じ
て
　
『
蹴
ハ
の

エ
ネ
ル
ギ
罪

勢
力
綴
源
は
侮
れ
に
出
せ
よ
、
一
遇
勢
力
の
原
即
に
鈍
っ
て
、
太
腸
勢
力

鮭
難
竜
、
早
晩
盤
き
る
時
が
あ
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
。
事
貿
宇
欝
問
に
於
け
る
白

鍵
、
黄
星
、
赤
凝
の
祥
聡
は
、
高
鷲
之
を
謹
明
す
る
の
で
あ
っ
て
、
假
令
、

カ
ン
ト
の
麹
Ψ
櫓
坤
し
た
る
が
加
押
く
、
蟹
玉
…
腿
…
な
る
現
象
の
示
す
が
加
川
く
、
　
一
旦

冷
却
溝
減
し
た
る
太
陽
の
再
肌
燃
え
上
る
こ
と
あ
り
と
す
る
も
、
構
も
華
字

　
署
ネ
ル
二
一

雷
勢
力
の
誤
信
は
滑
々
と
し
て
彼
の
萬
物
を
溶
融
し
て
止
ま
ぎ
る
熱
讃
の

一
大
糠
海
に
向
っ
て
注
ぎ
つ
エ
あ
る
の
で
あ
る
』
と
言
ひ
後
編
、
人
類
の
颯
去

．
‘
・
牽
來
を
考
へ
て
、
『
総
て
の
生
物
の
作
用
、
從
ひ
て
丈
朋
難
事
も
、
之
を
鋤

ヵ
の
．
側
か
ら
見
れ
ば
、
濡
ン
ト
ロ
ピ
｝
を
璽
掬
し
て
、
　
字
鞍
馬
静
の
厭
態
た

一
二
四

る
熱
死
の
穏
…
伐
に
努
力
し
つ
エ
あ
る
も
の
に
外
な
ら
な
い
。
繍
と
書
ひ
、
『
貞
分

は
、
　
か
く
し
て
杢
宇
宙
を
急
げ
て
歩
一
渉
一
火
事
桑
の
駿
態
に
近
づ
く
も
の

と
灘
ず
る
の
で
あ
る
。
翼
の
事
事
は
鼓
に
見
欝
さ
れ
、
眞
の
寂
光
瀞
土
は
蝕

に
存
在
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
』
『
既
κ
勢
力
不
導
均
に
依
っ
て
現
繊
し
た

る
巖
羅
萬
象
で
あ
る
・
：
・
憂
の
巷
、
麟
み
の
蔭
な
ら
ざ
る
な
き
も
其
故
な
り

と
す
べ
き
で
あ
る
が
・
：
・
良
辰
寅
を
以
て
定
着
そ
の
も
の
、
懇
痛
そ
れ
自
ら

と
魏
ず
る
駈
に
於
て
、
却
て
｝
甦
の
光
明
を
認
め
、
　
必
然
の
蓬
命
に
随
順
し

て
滅
び
行
く
霜
困
有
の
流
れ
に
身
を
托
す
る
所
に
、
却
て
無
論
霞
雇
の
境
涯
あ
囲

勢
と
す
る
。

　
訟
れ
が
こ
の
見
る
べ
か
ら
ざ
る
宇
宙
の
果
て
に
封
ず
る
轡
人
の
提
設
を
戯

三
分
は
夫
れ
を
欲
す
る
と
欝
ひ
早
く
は
欲
し
な
い
と
言
ひ
得
る
外
K
一
俄
に

是
と
需
ひ
舞
と
餐
ふ
纂
の
出
來
る
も
の
が
有
ら
う
。
著
養
貰
ら
の
様
に
『
人

の
盈
ま
る
エ
を
以
て
憂
の
始
め
と
』
す
る
入
々
は
憧
れ
の
心
に
欝
…
寂
な
宇
欝

の
死
を
欝
き
、
逃
れ
欝
た
人
の
擦
し
さ
を
以
て
『
眞
の
天
國
』
と
し
て
欣
び
漣

ふ
べ
く
又
生
き
ん
と
の
願
ひ
鞄
ま
で
も
盛
な
る
も
の
は
、
典
生
き
ん
と
の
犠

着
を
、
　
否
れ
と
、
著
が
想
見
し
写
る
子
孫
の
閣
質
す
べ
か
ら
ざ
る
世
の
宋

に
ま
で
も
延
画
し
て
、
『
我
』
は
永
逡
に
亡
び
は
し
な
い
、
エ
ネ
ル
ギ
し
が
働

く
と
替
ひ
、
浩
減
す
る
と
雷
ふ
、
管
た
“
『
我
』
の
一
の
方
式
に
過
ぎ
な
い
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の

信
じ
、
　
奴
方
蕪
ハ
に
研
究
と
悪
索
を
麺
て
、
敵
ハ
信
念
を
明
か
な
理
論
の
覗
謹
に

豪
勢
さ
う
と
欲
す
る
で
あ
ら
う
。
良
し
其
天
性
が
、
被
れ
の
患
想
を
ど
の
方

向
に
摂
け
さ
ず
に
は
し
て
も
、
眞
寧
な
態
度
に
於
て
か
う
し
た
考
察
に
向
は

う
と
す
る
限
り
彼
れ
は
必
ず
、
　
こ
の
熱
心
な
態
度
に
於
て
予
州
さ
証
た
一
詮

を
撰
叢
に
古
聖
す
べ
き
筈
で
あ
夢
、
　
そ
し
て
又
、
必
ず
侮
離
か
の
意
味
に
於

て
．
槻
貞
ら
の
研
究
に
寄
異
す
る
断
る
も
の
を
見
斑
す
で
あ
ら
う
。
　
：
：
古
里



の
、
は
エ
そ
の
一
葉
、
　
秋
口
う
夕
露
慕
れ
て
、
風
熱
き
に
は
ろ
エ
と
散
り
つ

：
：
～
す
を
ば
盤
み
子
ゆ
乞
ば
幽
賞
て
エ
、
一
翼
へ
つ
鼠
帯
き
け
る
女
、
　
凪
浄
よ
A
7
価
μ
慮

に
お
は
す
・
：
・
』
と
朕
っ
て
、
　
心
き
母
上
瓢
掠
げ
ら
れ
た
と
鴛
ふ
　
弔
に
、
老

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
サ
ぞ
ル
鼠
ー
ル

ひ
た
る
母
を
持
つ
膏
々
瓢
．
美
し
い
感
傷
的
な
舞
鴫
を
見
謝
し
た
の
で
あ
る

東
京
、
洛
陽
堂
糞
婆
。
　
一
襲
四
十
銭
。
（
麟
最
中
舜
擬
）

寄
贈
書
籍
薙
誌

佛
教
3
5
理
の
研
究

論
理
學

水憲

1；｛｝勝

署著

丙
午
鐵
版
織

欝
　
波
　
書
　
店

世
界
心
漁
家
個
個
無
心
　
　
大
島
正
徳
著

滅
び
行
く
宇
宙
及
び
入
漁
　

発
　
　
羅
　
　
ロ
H
投

箭
論
　
　
　
　
三
二
鴇
ゴ
．
編

壮
丁
讃
本
　
　
　
　
　
　
　
　
田
中
義
　
一
説

哲
學
難
点
、
心
理
研
究
、
丁
酉
倫
理
禽
講
演
集
、

紳
暴
之
獅
究
．

育
、
小
塚
研
究
、
　
教
育
研
飽
、

数
育
時
報
、
兵
庫
三
三
、
奈
良
縣
設
育
、

誌
、
滋
賀
縣
敏
育
弊
誌
、
鞍
阜
縣
教
育
、

時
賑
数
育
燃
雛
誌
、

韓
雄
礫
誌
、
學
校
教
育
．
教
育
、
内
弊
歎
育
誘
論
、

　
　
　
　
　
療
育
學
衝
倉
、
教
霧
界
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
静
澗
縣
教
宵
時
報
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
重
殺
育
、

　
都
市
数
育
、
信
濃
数
育
、
宮
竣
縣
毅
寳
會
難
雛
、
謡
曲
界

　
　
内
外
毅
育
騨
論
酸

　
　
洛
　
　
陽
　
　
堂

　
　
　
費
　
　
丈
　
　
舘

宙小

ﾑ
暫
帰
路
、
　
山
ハ
ム
淵
難
髄
㎜
、

　
　
　
　
　
　
讐
題
敏

　
　
東
京
教
宥
、
京
都

　
　
　
　
越
佐
教
育
難

　
　
愛
知
教
宥
湘
雑
講
、
長

一
U
ー
ー
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普
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就
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購
三
物
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承
繭
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祉
禽
魑
敏
育
學
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過
去
及
將
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（
八
難
）

　
學
界
近
況
ー
ユ
婁
べ
卿
エ
ッ

　
三
叛

　
　
　
彙
　
　
報
一
　
新
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紹
介

丈
學
士
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田
．
保
馬

文
學
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邊

文
學
ま
　
千

文
學
博
士
　
小
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